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          №53 
 

 

皆様方には日頃から愛知県森林・林業技術センターの業務に対し、御理解と御協力をいただき、誠

にありがとうございます。 

昨今では SDGｓの達成やカーボンニュートラル社会の実現に向けた様々な対応が求められる中、再

生可能で、かつ国内に豊富に存在する素材である木材に改めて目が向けられるようになってきました。 

県では2022年 4月に愛知県木材利用促進条例を施行し、公共建築物はもちろんのこと、民間建築物

にも広く木材を活用していただけるよう、各種施策を展開しており、街中の商業施設やオフィス等で

木材を目にすることは確実に増えてきています。 

一方で、木材生産の現場に目を向けますと、木材価格は1980年以降、長期下落が続き、近年はほぼ

横ばいで低位安定しています。林業従事者数についても同様の傾向を示しています。 

このように長期間厳しい状況に置かれ続けてきた林業ですが、先に触れましたように長い長いトン

ネルの出口がようやく見えてきました。今こそ林業の復権を目指し、産学官が連携して注意深く、か

つ大胆にアクセルを踏み込んでいくべき時だと思います。 

そこで、当センターでは、林業の担い手の技術向上と安全対策を徹底するため、研修事業を見直し、

従来の研修を体系づけて再編するとともに、カリキュラムを充実させ、「林業技術強化カレッジ」とし

て 2023 年度に再スタートを切りました。併せて、高性能林業機械シミュレーターや伐倒練習機の導

入、雨天や真夏でも実技実習を実施できるよう、全天候型研修施設の整備を進めてまいりました。 

また、研究部門では、国や他県の研究機関や大学等と連携し、育種や森林の保育管理から木材の生

産・利用、特用林産等、様々な分野で成果をあげてまいりました。直近では、循環型林業を進めてい

くうえで大切な、品質の良い林業種苗として、エリートツリーや広葉樹等の苗を低コストで安定的に

供給するための研究に特に力を入れているところです。 

今後は、さらに、これらの研究成果等を林業従事者はじめ関係者の方々に活用していただけるよう、

研修内容の充実と情報の発信にも注力してまいります。 

今後も林業・木材産業の発展と森林整備保全に向けて、職員一同精一杯取り組んでまいります。皆

様方の御指導、御協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

愛知県森林・林業技術センター所長 大田 圭一郎 

ねんりん
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令和７年度の試験研究課題について 
－本年度取り組む４課題－ 

 

 

当センターでは、「愛知県農林水産業の試験

研究基本計画 2025」に基づき、循環型林業の

推進と森林の多面的機能の発揮を目指した

技術開発を行っています。今年度は 10 課題

の研究を行っています。このうち、主な４課

題を紹介します。 

 

・航空レーザ計測データを活用した材積等 

推定手法の確立（R７～R９）【新規】 

令和６年度に林分収穫予想表を更新し、高

齢級林分への対応等の見直しを行いました。

さらに、より精度の高い材積等の森林情報を

把握し、林業経営に活用することが求められ

ています。 

本研究では、航空レーザ計測データの成果

をもとに現地調査との比較を行い、スギ・ヒ

ノキ人工林の高齢級林分まで対応した林分

収穫予想表を作成し、より精度の高い収穫予

測が可能となります。 

 

・エリートツリー等の挿し木苗生産技術 

に関する研究（R７～R９）【新規】 

成長等に優れたエリートツリーの普及を

図るため、効率的な挿し木苗生産技術の開発

が必要となっています。 
本研究では、エリートツリーヒノキ等の採

穂木の育成・管理技術と、挿し木苗の育苗方

法の検討を行います。 
 

 

エリートツリー等の挿し木苗生産技術の 

開発 

・エリートツリーの効率的な結実促進技術 

に関する研究（R５～R７） 

 エリートツリー等の種子生産量の増大、安

定供給が求められており、効率的な種子生産

技術の開発を進めています。 

 本研究では、閉鎖型採種園において、エリ

ートツリー採種木（母樹）の結実を促進する

ため、雌花の形成量を増加させる最適な条件

を明らかにするとともに、受粉効率を高める

交配方法等について検討を行います。 

 

・早生樹等の生育特性及び強度性能評価 

に関する研究（R５～R７） 

 主伐後の再造林を進めるうえで、成長が早

く短期間で収穫が見込まれる早生樹等が注

目されています。林業経営に有利となる有望

な樹種の選抜や、自生木及び人工林における

生育状況の把握と材質調査による優良系統

の選抜、強度試験結果による建材や家具材等

への利用方法の検討を行います。 

 

 

早生樹試験片の強度性能評価 

 

試験研究 
紹介 
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昭和58年以来の林分収穫予想表を更新 
－県産材利用拡大に向けた航空レーザ計測データを活用した 

林分収穫予想表の作成－ 
  

 
１ はじめに 
 林分収穫予想表とは、林分（一定面積の森

林）で、間伐等を実施しながら育てた場合の

将来の収穫量（材積）を樹種別、林地の生産

力（地位）別に示したもので、林業経営には

欠くことができないものです。 

本県の森林の３割を80年生の高齢級林分

が占めるようになってきた中、本県の林分収

穫予想表は昭和58年度に策定されたもので、

80年生以上の林分のデータはなく、昨今の主

伐の高齢級化には対応できておりません。そ

こで、既存の収穫予想表を全面的に見直し、

高齢級林分にも対応しました。 

２ 樹高成長曲線 
昭和58年の林分収穫予想表のデータに、令

和４年度から令和５年度にかけて主に高齢林

でしたデータを追加し、スギ331本、ヒノキ340

本の解析を行いました。林齢に対する樹高の

成長を示す樹高成長曲線を検討し、これを基

に地位を５段階で表し、地位級別樹高成長曲

線を作成しました。また、昭和58年の林分収

穫予想表における地位級別樹高成長曲線と今

回の曲線を比較した結果、地位の高い林分で

は高齢林でも成長が継続していることが認め

られました（図-１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 林分収穫予想表 

 今回、新たに作成した地位級別樹高成長曲線

と、1981年、1982年に林野庁で調製された林

分密度管理図（南関東、東海地方）を基に、

地位級別に５区分、植栽密度を1,500本/ha～

4,000本/haの７区分設定し、計35区分の林分

収穫予想表を更新しました（表-１）。 

表-１ 新たに更新した林分収穫予想表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ おわりに 

今回、高齢林のデータを追加して見直した

ことにより、80 年生以上の林分についても収

穫できる材積の予想が可能となりました。 

県では、2021 年に航空レーザ計測により全

県の森林資源の情報を取得、解析しています

ので、それと併せて活用することで高齢林の

収穫量の予想が高精度でできると考えられま

す。 

今後は使いやすいように表計算ソフトによ

るシステム収穫予想表を作成するよう進めて

いきます。 

試験研究 
Report 

図-１ 新旧地位級別樹高成長曲線の比較 
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ヒノキの挿木発根特性について 
－エリートツリーの挿木増殖技術の開発－ 

 

１ はじめに 

 エリートツリーは、優れた性質を持つ木を

掛け合わせ開発された品種で、成長、特に初

期成長が良く、材質や通直性にも優れている

ことから、植栽本数や下刈り回数等、造林初

期投資の削減や、伐期の短縮が期待されます。

エリートツリーの苗木の安定的な供給は、循

環型林業を推進していくうえで、極めて重要

な課題の一つです。本研究ではヒノキエリー

トツリーの挿木苗を低コストで増産する技術

の確立に向けて、挿し穂の発根率の向上策に

ついて、２種類の挿し穂サイズでの比較と品

種系統間での比較を行いました。 

 

２ 挿し穂サイズの検討 

 まずは効率的な挿し穂サイズを検討しまし

た。長さが 30cm の穂（以下、通常穂）を合計

で 24 系統 986 本、15cm の穂（以下、ミニ穂）

を 24 系統 904 本作成し、各年それぞれ４月下

旬に鹿沼土に挿し付け、ガラス温室で管理し

ました。挿し付け同年の９月下旬～10 月下旬

に掘り取り、発根状況を調査し、発根量を示

す指標として、調査した根の本数及び長さか

ら０～３の指数評価を行いました（０は発根

無し、数字が大きくなるにつれて根の本数が

多く長くなる。図-１）。その結果、通常穂の

発根率は全体で 58%となり、ミニ穂の発根率は

全体で 82%となりました。また、発根指数の平

均は、通常穂で 1.18、ミニ穂で 1.41 となり、

ミニ穂の方が良好な結果となりました（図-

２）。 

 
図-１ 発根指数３の挿し穂（ミニ穂） 

 

図-２ 各調査年における通常穂（左）と 

ミニ穂（右）の発根指数の割合 

 

３ 発根が良好な系統の調査 

２の発根試験について、系統別に 2022～

2024 年の期間全体での発根率及び平均発根指

数をプロットすると図-３のようになり、系統

によって発根が良好なものとそうでないもの

に分かれました。今回ミニ穂で発根率が 80%

以上のものを発根が良好な系統として選抜し

た結果、試験で使用したエリートツリー10 系

統のうち６系統、少花粉品種 12 系統のうち８

系統が選抜できました。 

 

図-３ 各系統における発根率及び 

平均発根指数 

 

４ おわりに 

今回、15cmのミニ穂を挿し付けることで発

根が良好になることが分かりました。また、

系統によって発根状況に差があり、エリート

ツリーで６系統、少花粉品種で８系統を良好

な系統として選抜できました。今後は、発根

した挿し穂の育苗技術について検討し、ヒノ

キ苗木生産者へ普及していきます。 

試験研究 
Report 
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あいちの林木育種について 

 

 
 

１ はじめに 

愛知県では、利用伐期を迎えた森林資源を

持続的に活用していくために、「伐る・使う→

植える→育てる」循環型林業を推進していま

す。循環型林業を推進することは、国際目標

でもあるＳＤＧｓの目標達成のためにも重要

な事であります。 

一方、林業種苗のニーズは多様化してきて

おり、形質が良く成長の早いエリートツリー、

少花粉品種や広葉樹の苗木などが注目を集め

ています。 

 

２ あいちの林木育種について 

現在は、岡崎市に額田林木育種地第１団地

（以下、額田第１という）と額田林木育種地

第２団地（以下、額田第２という）の２か所、

豊田市に下山林木育種地（以下、下山という）、

そして、当センター敷地内に閉鎖型採種園の

計４か所で種子生産等の業務を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年は、花粉の少ない苗木の生産を中心に

行っており、下山で少花粉スギの種子生産を

行っています。また、閉鎖型採種園において、

少花粉のヒノキとエリートツリーのスギ品

種・ヒノキ品種の母樹を整備し、研究してい

るところです。 

 

その他、額田第２地内では在来ヒノキ種子

の生産を行っています。 

さし木苗木については、需要に応えるため、

額田第１、額田第２で少花粉スギのさし木苗

の生産を行っています。また、研究担当者と

協力しながら、ヒノキの挿し木苗の生産技術

の開発を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ さいごに 

ニーズに応えるべく多種多様な種子等の供

給体制を整えています。今後とも、良質な種

子等を安定供給できるよう努力を続けていき

たいと思います。 

県では、安心して造林を進めていただくた

めに、エリートツリー苗木の安定供給体制の

構築に重点的に取り組んでいきます。 

育種情報 

少花粉スギ採種園（下山） 

ヒノキエリートツリー（閉鎖型採種園） 
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チェーンソー技術強化研修を実施しました。 

 

 林業における労働災害はチェーンソーに

起因する災害が依然として多く、その防止に

は基本的な技術を身についていることが大

切です。そのため、本県では安全作業意識の

向上や林業技術向上のため、「あいち伐木競

技会」を開催しています。 

その大会に意義やルール、気をつけるポイ

ントなどを学び、講師指導のもと、簡易伐倒

や丸太合わせ輪切りを実施する研修として、

令和６年度より「チェーンソー技術強化研

修」を開催しました。 

 大会に出場する選手や大会に興味のある

受講生が本研修に参加することができ、令和

６年度は２日間実施し、合計 17 名の方が受

講されました。日頃の現場作業時の労働安全

への意識を改めて考える場になっています。

参加者からは「大会の要点が理解できた」「丁

寧な指導をしてもらったのでためになった」

「モチベーションが上がった」など感想があ

りました。 

チェーンソー技術強化研修の様子 

また研修を実施したのち、選手から「もっ

と練習したい」との声を受け、自主的な練習

の機会も設けました。 

 令和７年度もチェーンソー技術強化研修

の開催を予定しており、多くの方の参加をお

待ちしています。 
本研修を受講された方々が地域の森林整

備や林業の活性化のため、現場で安全にご活

躍されることを期待しています。

 

森林・林業に関する相談や技術指導 

 

 当センターには、森林・林業に関するさま

ざまな相談が寄せられます。 

 令和６年度は、県内外から76件、延べ112

名の方々から相談等が寄せられました。目的

別の件数と人数については右表のとおりで

す。最も多かった内容は、研究内容や同定に

関する相談でした。その他には、キノコや少

花粉、獣害対策に関することなどがあり、ま

た当センターの施設や研修・資格に関わるお

問い合わせも多く、県内外からの視察もあり

ました。 

 今後も情報の発信拠点として、相談や質問

に迅速に対応してまいります。 

令和６年度 目的別の相談件数及び人数 

 

目   的 
件 数 

(件) 
人 数 

(名) 
 

調査･同定･技術･資料提供 44 50 

実習・現地指導 0 0 

執筆・講演・講義 0 0 

視察・取材 9 38 

その他 23 24 

計 76 112 

研修情報 
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